
● 世界の主な火山活動 
 

平成 24 年（2012 年）８月に噴火したと報告された主な火山（日本を除く）は下図のとおりである。 

 

トンガリロ（ニュージーランド）（図中Ａ） 

 ６日 23 時 50 分頃に Te mari 火口域で短時間（１～２分間）の水蒸気噴火が発生し、赤熱した岩石の

放出や爆発、火山雷が確認された。また、降灰の影響で、高速道路の閉鎖や航空便の遅延、空港の閉鎖

があった。 

噴火後に実施された上空からの観測では、Te mari 火口域に活発に噴気を上げる新たな火孔が確認さ

れた。 

 ６日の噴火以降も数日間は小規模な噴火が発生したが、その後の火山活動は低調に推移しており、一

時的に２に上げられた警戒レベル（０～５段階中）も１に引き下げられた。 

 Te mari 火口での噴火は、1896 年以来である。 

 

（以上、米国スミソニアン自然史博物館のＧＶＰ（Global Volcanism Program）による。日付は全て現地時間。火山名

の読み方は、原則として気象庁：「火山観測指針（参考編）」による。） 
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